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長崎県知事

中村法道

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

　

三
十
七
年
間
勤
め
た
県
庁
に
知
事
と
し
て
初
登
庁
し
、
こ
の
三
月
で
一
年
に
な
る
。
あ
っ
と
い
う
間
の
一

年
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
が
少
な
く
な
る
な
ど
、
生
活
が
一
変
し
た
。
離
島
で
勤
務
し
て
い
た
頃

に
始
め
た
家
庭
菜
園
も
今
は
で
き
ず
、
大
変
残
念
だ
が
、
私
は
こ
の
長
崎
県
が
好
き
で
あ
り
、
県
の
た
め
に

仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。

　
「
青
空
知
事
室
」
で
県
内
の
各
市
町
に
出
向
き
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
お
聞
き
し
た
。
厳
し
い
経

済
状
況
の
中
、
雇
用
の
確
保
や
福
祉
の
充
実
を
始
め
、
皆
さ
ん
の
切
実
な
思
い
や
悩
み
を
直
接
お
聞
き
し
て
、

知
事
と
し
て
の
責
任
の
重
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
。

　

何
と
か
こ
の
思
い
に
応
え
よ
う
と
、
経
済
・
雇
用
対
策
に
最
優
先
で
取
り
組
み
、
新
卒
者
を
含
め
た
若
年

層
の
雇
用
対
策
、
地
場
企
業
の
資
金
繰
り
支
援
や
企
業
誘
致
に
汗
を
か
い
た
。
乳
幼
児
医
療
費
の
現
物
給
付

を
始
め
、
福
祉
、
医
療
、
子
育
て
支
援
策
な
ど
県
民
の
暮
ら
し
の
充
実
に
も
努
め
て
き
た
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
長
崎
キ
ヤ
ノ
ン
の
操
業
開
始
や
Ａ
Ｎ
Ａ
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
着
工
な
ど
嬉
し
い
話
題
も

あ
っ
た
し
、
こ
の
四
月
か
ら
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
市
町
で
乳
幼
児
医
療
費
の
現
物
給
付
が
実
施
さ
れ
る
。

　

印
象
深
か
っ
た
の
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」。
県
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
長
崎
の
魅
力
を
情
報

発
信
し
た
。
お
陰
で
全
国
か
ら
多
く
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
い
た
が
、
こ
の
龍
馬
伝
効
果
を
い
か
に
持
続
さ

せ
る
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
海
航
路
の
復
活
。
佐
世
保
市
に
あ
る
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
が
、

長
崎
と
上
海
間
の
定
期
航
路
の
開
設
を
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
中
国
人
観
光
客
が
飛
躍
的
に

増
加
す
る
。
是
非
と
も
、
こ
れ
を
長
崎
県
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

二
年
目
に
向
け
て

　

今
年
は
長
崎
県
総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
だ
。
私
が
選
挙
戦
を
通
し
て
訴
え
て
き
た
「
人
が
輝
く
、
産

業
が
輝
く
、
地
域
が
輝
く
長
崎
県
」
が
基
本
理
念
で
あ
る
。
人
を
大
切
に
す
る
県
政
の
推
進
を
基
軸
に
据
え
、

本
県
の
総
合
力
を
結
集
し
て
、
産
業
や
地
域
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
担
う
人
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
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に
、
一
人
ひ
と
り
を
き
め
細
か
く
支
え
る
施
策
の
充
実
に
力
を
注
ぎ
た
い
。

　

と
は
言
え
、
依
然
と
し
て
県
内
の
経
済
・
雇
用
情
勢
は
厳
し
い
。
今
年
も
ま
た
、
経
済
・
雇
用
対
策
が
最

優
先
の
課
題
で
あ
る
。
国
の
経
済
対
策
も
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
県
内
の
経
済
活
性
化
と
雇
用
の
確
保
に

向
け
、
引
き
続
き
、
全
力
で
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
諫
早
湾
干
拓
潮
受
堤
防
の
開
門
問
題
、
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
整
備
促
進
、
石
木
ダ
ム
の

推
進
な
ど
県
政
の
重
要
課
題
に
は
、
県
民
の
利
益
を
最
優
先
に
考
え
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

交
流
で
拓
く
長
崎
の
未
来

　
「
龍
馬
伝
」
の
放
送
も
終
わ
り
、
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
が
全
線
開
業
し
、
本
県
へ
の
観
光
客
の
減

少
が
懸
念
さ
れ
る
中
、中
国
を
始
め
東
ア
ジ
ア
地
域
で
は
高
い
経
済
成
長
が
持
続
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、

よ
り
一
層
、
人
流
、
物
流
両
面
で
の
交
流
拡
大
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

こ
こ
が
正
念
場
と
思
い
、
ア
ジ
ア
の
活
力
を
取
り
込
ん
で
本
県
経
済
の
活
性
化
を
図
る
「
ア
ジ
ア
・
国
際

戦
略
」
を
策
定
し
た
。
海
外
か
ら
の
観
光
客
の
誘
致
、
県
産
品
の
輸
出
拡
大
、
本
県
企
業
の
国
際
化
の
支
援
、

国
際
的
な
人
材
の
育
成
・
確
保
な
ど
、
県
を
挙
げ
て
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
。

　

中
で
も
、
最
優
先
で
取
り
組
む
の
が
「
上
海
航
路
復
活
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
古
く
か
ら
中
国
と
の

交
流
の
中
で
発
展
し
て
き
た
長
崎
が
、
再
び
、
日
中
交
流
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
発
展
す
る
千
載
一
遇
の

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
市
町
や
民
間
団
体
と
も
協
力
し
、
船
内
で
の
本
県
の
Ｐ
Ｒ
や
県
内
各
地
で
の
お
も
て
な

し
の
展
開
な
ど
、
日
中
交
流
の
促
進
と
本
県
の
活
性
化
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
今
年
は
辛
亥
革
命
百
周
年
に
当
た
る
。
革
命
の
中
心
人
物
・
孫
文
を
支
え
た
の
は
本
県
出
身
の
梅

屋
庄
吉
で
あ
る
。
彼
に
光
を
当
て
た
「
孫
文
・
梅
屋
庄
吉
と
長
崎
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
長
崎
歴
史

文
化
博
物
館
で
の
企
画
展
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
中
国
に
お
け
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
発
信
を
展
開
し
て
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致
を
進
め
た
い
。

　

さ
ら
に
、本
県
の
大
き
な
魅
力
が「
食
」で
あ
る
。
本
県
は
食
材
の
宝
庫
で
あ
り
、市
町
と
も
共
同
し
て「
食
」

と
歴
史
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
融
合
さ
せ
た
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
県
内
全
域
で
開
催
し
た
い
。
こ
れ
に
合

わ
せ
た
旅
行
商
品
も
造
成
し
て
、
観
光
客
の
誘
致
拡
大
を
図
る
。

　

こ
の
「
来
て
み
ん
ね
！
長
崎
『
食し

ょ
っ

Ｋき

ん

ぐ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
王
国
』」
の
取
組
み
を
始
め
、
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た

２
０
１
１
交
流
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
上
海
航
路
や
梅
谷
庄
吉
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
連
携
さ
せ
な
が
ら
、

更
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
推
進
し
て
い
き
た
い
。


